
 

令和４年度 学校給食（文部科学大臣）表彰一覧 

受  賞  校 

燕市西部学校給食センター 
センター長 岡部 清美 

配食校    ９ 校 

全給食数   ２９４７食  
 

学校給食(文部科学大臣表彰)表彰学校の取組概要 

学 校 名 特     色 

燕市
つばめし

西部
せ い ぶ

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

 

センター 

 

センター長 岡部 清美 

配食校  ９ 校 

全給食数 ２９４７食 

県内でも有数の調理能力を備えた学校給食センターで

ある。衛生的で充実した設備を生かして、約 3000 食の学

校給食を提供している。地産地消を推進しながら、子ど

もたちが郷土への誇りを醸成できる学校給食の提供と地

域との連携による食に関する指導を行い、食に関する資

質・能力の育成を図っている。主に次の２点を手立てと

して実践を進めた。 

・学校給食では、地元企業と共同開発した食器、調理器

具などを使用し、郷土への誇りを醸成している。センタ

ー内には「燕のものづくり」に関する展示スペースを設

置し、地元で製造された食器や調理器具を紹介してい

る。さらに、１・２階の見学窓から調理の過程や調理作

業の様子を見学することができ、子どもや地域住民の食

育学習の場としての役割を果たしている。 

・地元の生産者との連携を図り、地産地消に積極的に取

り組んでいる。地場産物の活用に向けて、栄養教諭が地

域の生産者と定期的に会議を行ったり、生産者の畑の生

育状況や旬の野菜の紹介について YouTube動画を作成し

て子どもや保護者に配信したりするなど、地域の生産者

と学校が連携して取組を進めている。また、学校給食献

立を毎日、Instagram（インスタグラム）で紹介して、

学校と家庭の連携を図っている。 

その結果、地場産野菜使用率が年々上昇しており、郷

土への誇りと食文化への理解を育むことができた。 

 

＜その他の具体的な実践＞ 

・食育の日に減塩をテーマにした「減塩愛ディア献

立」の実施、 

・燕市三つ星給食「トマみそカレー豚丼」の作り方動

画を市ＨＰに掲載 

・給食だよりと連携した QRコード掲載による情報発信

の工夫など 

 


